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 論文内容の要旨
 第i章序論
 我々は、両耳に到達する音の差異や周波数スペクトルをもとにして、音源までの距離や方向といった空聞的な
 情報を取得することができる。この能力、即ち音像定位能を利用し、音源の方向によって耳元での音情報が変化
 するさまを再現することで、様々な方陶にある音像を仮想的に出現させることが可能である。この原理に基づく
 システムが聴覚ディスプレイシステム(脇醜語A臆面むD野D紳靭:鵬D)である。登R国縫鍛憂Re酸艶通
 覧鋤s蝕E撒。勧簸:頭部伝達関数)は、反射の無い自由空間における音源から聴取者耳元までの音の経路の伝達
 特牲であり、音像定位の手がかりを内包した関数である。模擬音像の提示にあたっては、賦TEに対応するイン
 パルス応答である賦膿を信号処理的に再現することで、任意の位置にある音を厳密に模擬することができる。
 実環境における音像定位においては、聴取者の動きや音源の移動などにより生じる音信号の動的な変化が定位
 精度の改善に大きく寄与することが知られている。このため、聴覚ディスプレイでは聴取者の動きに対する音像
 の相対的な運動への対応が重要であり、頭部の動きを検出して、それに応じて畳み込むHR膿を切り替えること
 で、実音源聴取時を模擬可能な頭部運動感応型の聴覚ディスプレイシステムが実現されている。
 このとき、聴取者の頭部運動が音情報に反映されるまでの遅延、つまりシステム遅延(SL:Sys{e灘L就e駕yま
 たはTSL:恥継Sys七e憩L&te簸cy)力泌然的に発生する。近年、CPUの演算能力の向上などに伴い、低遅延の頭
 部運動感応型聴覚ディスプレイシステムが開発されるようになっている。システムの特1生において、システム遅
 延はその重要なパラメータとして挙げられる。システム遅延がゼロである条件が実音源聴取時に対応すると考え
 れば、実音源に近い模擬音源を提示するために、システム遅延は短ければ短いほど理想的であると考えられる。
 一方で、聴覚ディスプレイにおいては聴敵者の頭部運動のセンサ情報取得や廼理が必要であるため、必然的に遅
 延が発生し、原理上遅延を0にすることは不可能である。これらのことから、システム遅延はどの程度まで小さ
 ければ良いのか、その指標が必要であるものと考えられる。そこで本論文では、システム遅延が聴取者に与える
 影響について調べるものとする。
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 第3章頭部運動感応型鰯墨延聴覚ディスプレイの開発
近年多くの聴覚
しながら、シス
れ簡略化される傾
聴取者の頭部や
位能との関係は
変化をより正確
 が必要であると考え、第3章では新たにシステム開発を行った。
開発したシステ
するものである
から、本システ
かにするための音空間知覚実験の強力なツールになりうるも
 第喚章聴覚ディスプレイのシステム遅延の検知限
聴覚ディスプレ
じるかどうか、
 について、遅延の検知および音源
システム遅延の
絶対評価と一対
ぞれ、45艶sと5
つの実験結果から得られた〆どうしの問には強
求めた検知限D
知限の指標とし
検知限に明確な結論を与
一方、検知限に
のみが検知限と有意な相関があることがわかった(芦0.68ψ<・
 一一32一一
第5章聴覚ディスプレイのシステム遅延が音像定位に与
システム遅延の
システム遅延
テムを通信デ
に定位へどの
 を行い、システム遅延が定位精度に与える影響を調べた。
実験の結果、
また、最終的
加するとオー
し始め、その
かに大きく、
 える。
本実験の結果
う定位判断の
る。したがっ
像定位が複数
 後これを手がかりとして、
萎
妻
 第6章結論
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 論文審査結果の要旨
音に、音像位置
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反映されるまでに必然的に遅延が発生するた
著者は、この感
 編6章からなる。
 第i章は序論である。
第2章では、予
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 ものであり、今後のVAD設計指針として重要な成果である。
第5章では、V
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 する傾向があることに着目し、3つのモ
この結果は、
 空間知覚過程の完全な理解に向けた寄与として評価できる。
 第6章は結論である。
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 の発展に寄与するところが少なくない。
よって、本論文は博士(情報科学)の学位論文として
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